


 

    

（プロジェクト推進についての 交意見交換）    

 続いて、並河委員長の進行によりプロジェ

クトの推進に関する意見交換を行い、桑名市、

鳥羽市、熊野市をモデル地域とし、３つのモ

デル地域で、２月に住民アンケートを実施す

ることとなりました。 

    

※委員からの主な意見 

○プロジェクトを実施するには、資金調達が

重要になってくると思うが、国の補助金を

活用するのであれば、早めに案を示して協

議する必要がある。 

○国の補助金の活用については、水平展開の

視点を意識することが重要。 

○プロジェクトのコンセプトは、地域のニー

ズを踏まえてつくりあげていくことが重要。 

○スマートライフがビジネスとして採算が取

れるまでには、しばらくかかるので、当面

は公共事業として実施する中で地域の産業

振興につなげるという観点が必要。 

○プロジェクトは防災の観点からの取組が一

番実施しやすい。例えば、神奈川県では県

内企業と連携して太陽光発電など独立電源

を装備した津波避難塔を建設したところ、

他県から２０数塔の受注が入るなど産業振

興につながった。 

○実証試験の期間だけに終わらせず、補助金

がなくなった後も運営の仕組みとして持続

できるプロジェクトにするべき。 

 

○プロジェクトは、地域に密着し、地域産業

と関連するものにすることが重要。 

○エネルギーコストの観点だけでなく、地域

とどう関わっていくかの視点での取組を考

えないと定着しないのではないか。 

○三重県には、多様な地域資源があるが、つ

ながっていない。区切らないでトータルで

マネジメントしていく視点が重要。 

 

             次回（第３回回）の開催 定予定                            

 次回（第３回）推進会議は、３月に開催し、

今後の活動について、検討を進める予定です。 


